
    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市立詳徳中学校 

１０月号  

令和５年１０月２日発行 

Q 話し合う内容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考えを受け止めて自分の考えをしっかり伝えていましたか。

 

 ９月２０日(水)２１日（木）に開催しました文化祭は、全校生徒の力を結集し、まさに「文化の祭典」の二日間でし

た。美術部・学習文化部・教科による作品展示、１・２年生の合唱、３年生の演劇、フィナーレには中庭での吹奏楽

部の演奏と全校合唱によって、全校生徒と先生方のみんなが一つになれる、素晴らしい文化祭となりました。また、

９月初旬から開催された、３年生引退後の新チームで行う亀岡市新人大会では、団体で出場した９部活中、６つの

部活が優勝、２つの部活が準優勝という素晴らしい結果となりました。 

以上の成果の背景には、卒業生を含めての本校生徒の切磋琢磨する学校風土が基盤にあり、学校教育を支え

てくださる保護者や地域の方々のおかげと感謝申し上げます。 

 

さて、学校だより７月号に「東京―大阪間の高速道路の、無人運転の大型トラックによる物流事業を、2026年

度にも始める計画がある。早ければ 26年度から、関東～関西の全区間で保安要員が同乗して走行を始め、30

年度以降には保安要員が不要な『無人走行』ができるようになる。」と記載しましたが、二学期に入りさらに驚きの

ニュースを目にしました。それは、「今年の８月１０日に、アメリカのカリフォルニア州サンフランシスコでアルファベッ

ト社（グーグルの親会社）とゼネラルモーターズ社に対し、電気自動車をベースとしてロボットタクシーの２４時間の

運行が解禁され、実際に営業がスタートしている。」というものです。営業開始後、タクシーが交差点で消防車に道

を譲らないことが原因で緊急出動中の消防車と衝突したり、乾いていないコンクリートに入って工事現場で立ち往

生したりするなどの問題点もあるようですが、それでも運行する台数を制限しながら、24時間いつでも、完全無人

の自動運転タクシーを呼べる時代を目指しているそうです。労働条件を改善しながら、住民サービスを向上させる

という相反することを求めるためには、許容できる程度のリスクをとりながらも、果敢に挑戦する姿勢が大切なのだ

と感じました。 

そんな中、気になる言葉も目にしました。子どもの成長を阻むデンマーク発祥の「カーリングペアレント」という言

葉です。スポーツのカーリングでは、氷の上の“ストーン”ができるだけスムーズに進むように、ブラシで道をならし

ます。これに例えて、子どもが進む道をならしてしまう親のことを、こう呼ぶそうです。そのまま進んだら立ち往生する

であろう困難や失敗、イヤな思いをぬぐうべく、「親が先回りして、スムーズで通りやすい道を整えておく。」というの

が由来だそうです。アメリカでも、自分の子が傷ついたり、困難にぶつかったりすることを嫌い、失敗から守ろうとす

るあまり子どもにつきまとい続ける「ヘリコプターペアレント」という言葉があるそうです。 

 

困難や失敗を乗り越え、挑戦することが大切な事は理解していても、リスクをとることは難しいものです。その理由

が、動物の本能に由来しているのだと以前読んだ本に記されていました。 その本によると、動物の脳は「生存する

こと」を最重要視するため、生存を脅かす変化を嫌うのだといいます。だから本能的に、挑戦（チャレンジ）に対して

不安を抱かせたり、できない理由を探させたりするのです。このような変化を嫌う脳に対しては、将来の夢やなりた

い自分、そして実現したい映像を明確にすることが必要なのだそうです。そして、日々、許容できる程度の危険（リス

ク）を取りながら、挑戦することを続けることが大切だと記されていました。 

例えば、バスケットボールの試合で強豪チームを相手にゲーム終了３秒前に２点差で負けているとします。そのと

き、ゴールする確率は低いけれどスリーポイントシュートを打ってみる。野球なら、好投手相手にヒットが出ずに攻め

あぐねている時に、塁に出た走者が思い切って盗塁を試みる等、リスクを背負いながらも挑戦することが大切なの

です。そして、危険を冒してでも挑戦するに値する目標を明確に持っていることこそが、挑戦するための原動力とな

るのです。 

 

 生徒の皆さんには、２学期の始業式にお話しした、「自分にとって楽しいことは何か。」「どのような将来が自分に

とって楽しいと感じられるのか。」を考えながら、是非自分の目指す将来像や実現したいことを明らかにして欲しい

と思います。そして、その目標に向かって、少々のリスクをとりながらでも、挑戦をし続けて欲しいと思うのです。 

 校長 川口 研一                                             



 

               

 

 

   

 

                          

                           

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

                                                    

  

   

１０月行事予定 

２日 花づくりコンクール授賞式 

 ３日 体育祭予行 フッ化物洗口 

５日 体育祭 

６日 体育祭予備 

８日 口丹駅伝大会 テスト前部活停止 

１０日 あいさつ運動 

    計画集金振替日 

１２日 定期テスト３① 

１３日 定期テスト３②花いっぱい運動土出し 

１４日 口丹波駅伝大会 

１７日 高校説明会 フッ化物洗口 

１８日 花いっぱい運動 

１９日 生徒会選挙告示(立候補受付開始) 

２０日 漢字検定 

２１日 口丹新人大会(ｿﾌﾄ、野球、ﾃﾆｽ） 

２４日 ３年校内学力テスト③ 

２年職業見学 

２５日 ５ｈ研究授業（該当クラスのみ授業） 

２６日 中学校入学説明会（安詳小） 

２７日 中学校入学説明会（詳徳小） 

２８日 口丹新人大会(ﾊﾞｽｹ、ﾊﾞﾚｰ、ﾃﾆｽ、ｻｯｶｰ、野球) 

３１日 フッ化物洗口 

花づくりコンクール『教育長賞』 
生徒会主体の取組である「花いっぱい運動」でつくり

あげた、中庭の花壇が亀岡市の「花づくりコンクール」 

において「教育長賞」を 

受賞しました。生徒会本部を 

中心として生徒会各委員長、 

美化委員会、各部活動の代表 

で花植に取り組みました。  

 

亀岡市新人大会結果 
〇バレーボール 女子の部 優 勝 

〇バスケットボール ・女子の部 優 勝 

・男子の部 準優勝 

〇ソフトボール 優 勝 

〇サッカー 優 勝 

○軟式野球 準優勝 

〇ソフトテニス 

＊男子の部 

・団体 優 勝 

・個人 上級の部 第３位 岡山悠吾・三河珀 

    初級の部 第３位 中谷仁紀・疋田和歩 

         第３位 俣野暖斗・山口りょうま 

＊女子の部 

・団体 優 勝 

・個人 上級の部 準優勝 本多華莉愛・小川陽葵 

         第３位 石垣優衣奈・國嶋瑠愛 

    初級の部 優 勝 田原咲良・出口真帆 

         準優勝 奥村灯里・春畑音絢 

         第３位 圓増恵咲・長野仁菜 

         第３位 寺本柚月・堂本紗良 

〇卓球 

＊男子の部 ・個人 ベスト８ 進戸奏杜 

 

 

９月 20日(水)21日（木）に、文化祭を実施しま 

した。１日目は３年生３クラスの演劇と１年生学級

合唱、２日目は３年生２クラスの演劇と２年生の学

級合唱・吹奏楽部の発表を行い、その後、全校合唱

でフィナーレを飾りました。１，２年生は自分の教

室で ZOOM により鑑賞しました。２日間に渡り美術

部・美術科・学習文化部・音楽科・国語科・家庭科・

社会科の展示発表も行いました。 

JOCジュニアオリンピック 
第 54回 U16陸上競技大会 出場 
10月 20日～22日 愛媛県総合運動公園陸上競技場 

U16男子京都府代表 110mH 野瀬大翼 

 
リレーフェスティバル 2023 出場 
10月７日～８日 国立競技場 

U16男子京都府代表４×100m 寸田蓮人 

 

 

         第３位 圓増恵咲・長野仁菜 

         第３位 寺本柚月・堂本紗良 

〇卓球 

＊男子の部 

・個人 ベスト８ 進戸奏杜 

 

 


